
コロナ禍におけるボランティア活動に関する状況調査 報告書【サロン抜粋】 

 

【概   要】 

■調査期間：令和 2年１２月１日～令和２年１２月２５日 

■サロン団体：26団体 

■実施方法：アンケート方式 ※FAX または google フォーム 

■担    当：日高市ボランティアセンター 吉田 

 

 【集計結果】 

■回答数：24団体（対象 26団体）   

 

〇活動状況：活動している(10団体)・休止している(14団体) 

 

〇活動内での工夫 ※複数回答可 

1位  マスク・フェイスシールドの着用(14団体) 

2位  換気の徹底(12団体) 

2位  検温(12団体) 

2位  活動内容の変更(12団体) 

 

〇活動内容の変更は具体的に 

  ・食事会はなし。新年会も見合わせて状況を見ながら新年度会を外で実施予定 

・室内での交流は減らして、野外や人混みを避けての展示会などに参加 

・民族料理教室などは中止しているが、個人的な生活全般にわたる相談などは継続中です。 

・会食は不可なので、お弁当配付   ・時間短縮・会食をしない 

・室内での運動、歌う活動は中止している。しかし、くりくり元気体操は行っている。手作り 

教室では参加者が減っている。 

・屋外での話し合い  ・人数制限  ・午前中のみ。調理は中止 

・週 2回のくりくり元気体操は中止  ・活動時間の短縮 

〇現在休止している団体で再開の予定は？ ※現在休止中の団体  

再開予定なし(6団体)・再開予定あり(4団体) 



〇再開予定の団体、再開予定時期は？ 

・令和 3年 4月頃（休止しているが、11月 29日に自治会館敷地内にてグランドゴルフ 

を実施した） 

・未定  ・コロナ収束後  ・3月頃  ・令和 3年 9月頃  ・1月に役員で検討 

・新自治会館の立ち上げ後 

 

〇コロナ禍における新しい活動の検討 

検討していない（16団体）・検討している（7団体）・すでに新しい活動をしている（1団体） 

 

〇新しい活動は具体的に 

・距離を保っての野外散策 

・お弁当配付を希望する場所への出前配布 

・6月より集団での会食をテイクアウトにした。 

・マスクづくり 

 

〇今、必要な情報はありますか？※複数回答可 

 1位  他団体の実施状況(8団体・33.3%) ・コロナ禍の先行事例(8団体・33.3%) 

 2位  とくになし(7団体・29.2%) 

 3位  感染対策の方法(6団体・25%) 

 ４位  オンラインの実施方法(4団体・16.7%) 

 4位 ボランティア活動の指針(4団体・16. 7%) 

検討なし 

検討している 



〇現在の状況で困っていること 

・私達の活動は北公民館で高齢者対象の映画会を年 2回行っていました。参加者は 50 

名～80名程います。暗幕を引き、換気の問題もあり、開催できない状態です。 

・どこまでやってよいか分からない   ・今後、公民館の使用制限が心配 

・他団体の状況を知りたい 

・本来が手作りお菓子でのおしゃべりがテーマのサロンなので、形を変えて開催するか、ボ 

ランティアをする方が 75歳前後なので、出るのが臆病になっている。 

・調理室が狭いので 

・GOTOキャンペーン後、コロナ感染への怖れる気持ちがゆるんできている私達。また自粛 

が始まりそうです。この先、体調の整え方、弱らせないため、今の状況が続けられることを 

望んでいます。 

・高麗の郷の部屋の予約が取りにくい（定員制限のため）。送迎ボランティアを依頼しにくい。  

・部屋の確保ができない。できたとしても人数の制限があり、屋外で話し合いをすることも 

あります。 

・人数制限が難しい 

・参加人数が少ないこと。活動制約がよくわかっていないこと。ボランティア者内話し合い 

の場がとれないこと。 

・コロナのため講座が開けないままになっています。平常活動は気を付けて続けています。 

・高齢者の方々が楽しみにしているくりくりげんき体操が実施できていない事。包括センタ 

ーと協働しながら開始に至れば嬉しい。 

・自治会建替えのため開催場所がない ・会員の状況が把握しにくい 

・開催していてもよいのか、中止にした方が良いのか迷うところです。 

 

〇情報収集の方法 ※複数回答可 

1位 各種チラシや広報誌(15団体・62.5%) 

2位 日高市社会福祉協議会のホームページ(7団体・29.2%) 

3位 とくになし(6団体・25%) 



〇自由記述 

・来年度は人数を減らして時々、窓を開けるなり考えたいと思っています。 

・来た人が少しでも安心して帰ってもらえるのが一番いい。 

・オンラインでどんなことができるのか。寒々に向かって外の行事は増やせない。サロンで 

会話ではない何かを探しています。 

・今の状況では近い将来、会の活動を終了することも視野に入れている。 

・子ども達の進学決定の時期でもあり、普段の話の中で話を聞いてあげたいと思います。 

集まる回数が少ないのでたいしたことはできません。 

・新型コロナウイルスはとても怖いけど、各個人で注意するしかないと思っている。 

・いつもサポートいただきありがとうございます。 

・サロンではくりくり体操中心で続けています。コロナでもずっと継続して会員には好評です。  

・会員が高齢者のため、感染対策を取ったとしても報道等で色々されると活動が難しくなる。  

・児童に日高小唄を教える機会を作りたい。 

 


